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A fundamental study on the seismic risk in Afghanistan and vibration characteri 

論 文題 目 sties of structures （アフガニスタンにおける地震のリスクと構造物

の振動特性評価に関する基礎的な研究）

稲査要旨 (20 0 0字以内）

地誤は，多くの人的被害に加えて，アフガニスタンに住む人々の生活とインフラ構造物

を背かしている。特にアフガニスタンでは、深くて中規模あるいは浅くて小規模な地震に

よって被害が発生する恐れが大きいので、その被害要因を検討することが必要である。

本研究の目的は，アフガニスタンにおける地震ハザードの特徴を明らかにし、さらに構

造物の被害要因とその振動特性を評価することである。

（次頁へ続く ）



審査要旨

アフガニスタンの地震は，主に 2つの地域から発生している。一つ目は，ユーラシアプレ

ートとインドプレート南東の境界に発生するプレート間の動きによるものであり、二つ目は

北東部のHinduKushと北東Pamir地域である。

従来、嶋アフガニスタンでは地展の規模を表すマグニチュー ドが統一されておらず、様々な

地震の比較が困難であった。本研究では、この問題に対して統一化したマグニチュードを用

いて、過去に発生した地震の規模を整理し、地域ごとに分類を行なった。さらに、地震を引

き起こす断階の規模と今回整理したマグニチュードの相関関係を首都であるカブール市を

対象として整理した。

その結果を用いると、 50年間の発生確率(PE)が2%と10%に対応するカブール市で予測さ

れる最大加速度は， 0.32g,0.19gとなった。また，最大加速度スペクトルは，それぞれ 0.2

秒に対応する 0.82gと0.42gでとなった。

過去のアフガニスタンにおける地震による建物の損傷に関する報告書や研究成果が入手

できないことは，その崩壊メカニズムを解明する上で深刻な問題となっている．そこで、こ

れまでに，アフガニスタン以外にパキスタン，トルコ，ネパールの建築方法を研究してきた．

光弾性試験により，レンガ構造物およびフレーム構造物の安定性を検討したその際に、ア

フガニスタンの鉄筋コンクリート構造物を4つの横造部材（台座／基礎梁 (B)' 柱 (C)'

天井スラブ (S)'および仕切り壁 (W))の構築順序によって 3つのモデルに分類した． そ

れらは，モデル lBCSW, モデル2BCWS, およびモデル3BWCSとした．

これらのモデルの応答を評価するために，光弾性試験と FEMシミュレーションを実施し

たモデル 1とモデル2では，柱とスラプがある程度の変形を受けた後に、壁が変形し始め

るが，モデル 3は、構造部材と壁が一体となって変形し始めるので，より良い応答を示すこ

とがわかった また、石積みの建物は，窓や開口部の下および上に連続はりが構築されて

いる場合，地震への応答が向上する傾向が確認された． ． 

さらに，いくつかの構造物について地震時の振動特性を把握するため振動実験を行って評

価した。振動方法は自由振動，強制振動，常時微動計測で行なった。ほとんどの場合，特に

細長い構造において，これらの振動方法はすべて非常に近い結果をもたらすことがわかっ

た。

本研究で実施した自由振動計測方法や強制振動の一つである土嚢落下試験は簡単で安価な

方法であり，特に実験装置が不足している地域や国にとって最適な手法であることが示され

た．

したがって、本研究成果は工学的に有用であ り、 提出された学位論文は博士の学位論文に

相当するものと判断し学位論文の審査を合格とする。また、論文発表会における発表ならび

に質疑応答において、申請者は専門分野および関連分野の十分な知識ならびに十分な研究能

力を有していることが確認できたので最終試験を合格とする。


